2025.6.3 自然の材からの「呼びかけ」を見取り、「応答」していくこと
　
4歳児のツバメへの愛が遊びを通して少しずつ芽生えてきています。
それと同時に、この一週間、いろいろ発見もあり、悩み、考えることもありました。（少し長文です…）

雛が生まれ、毎日観察する数人の子供たち。日々出入りする子たちは変わっていきます。その中でもE子とM子はいつもこの場にいました。朝から「家で作ってきたんだ！」と紙粘土で作ったツバメの雛を見せてくれるE子。そして、M子はツバメの巣のところに行くと、「先生、ツバメの赤ちゃん、なんか声が変わった！」と教師言いに来ます。「ピーピーからカーカーになった！」「大きくなったらカラスになる？」と真顔でいうM子。教師は「なんでツバメさん鳴き声がかわったんかな？」と問いかけます。「大きくなると声変わるんじゃない？」とE子。M子は「えさくれー！」って鳴いてるんかなと考える。毎日ツバメの様子を見ていると、その微妙な声の変化に気づくんだなと驚きます。

次の日、M子とE子はそれぞれに家からツバメの本を持ってきました。その行動にまずは驚きつつ、M子が持ってきた「しぜん5月つばめ（フレーベル館）」を朝の会で紹介しました。そこには、卵を一日一個産むことが書いてあり、「それはもう知ってるー！」と子供たち。そして、ツバメはくちばしで泥をつかんで、壁に吹き付けること。ツバメはカラスやハトに襲われないように、あえて人がいるところに巣をつくるということ。そして、ツバメは南の島からやってくることなど。泥を壁に吹き付けることを聞いて、Y男が持ってきたキジバトの巣は全部木の枝でできていたことを改めて見て、不思議に感じ、ツバメが外国から来ていることにも子供たちは驚きます。ツバメの成長とともに、日々その様子を見たり、話題にしたりしているからこそ、その不思議さやおもしろさについても全体的にも興味を持ち始めているようでした。

その次の日、M子とE子が私たちの巣がほしいということで、自分たちの巣作りをすることになりました。段ボールで枠を作り、その中に毛布などをいれて、ふわふわ感を出していきます。できあがると子供たちはツバメの頭や羽を取りに行き、身に着けツバメの赤ちゃんになります。
「ピーピー！」と鳴いていると、他の子が紙粘土で作っていたものを「えさだよ！」と差し出します。口をあけるR子、頭についているくちばしでつつこうとするE子などヒナになりきっています。そして、少し雛が大きくなったのか「遊びに行ってこよう！」と巣から出て、いろいろなところに旅に出かけていきました。4歳児らしいイメージの中で遊ぶ姿、またそれと同時にリアルとのギャップ感も感じます。

ここまでの遊びの盛り上がりを見て、教師は日々大きくなっていくツバメの雛を写真や動画で見せていましたが、もっと子供たちに直接見せてやりたいと思いました。鏡であっても直接自分の手で見るということは子供たちにとって大きいようでした。でも棒の先に鏡をつけて、脚立にのって見ることもしましたが、微妙に重いのか巣に直接棒が当たりそうでした。さらに巣と天井との間がとても狭いため、雛が大きくなってくると、雛にも当たりそうにもなっていました。いまいちだと感じていました。巣と雛の安全を守りたいという思いと、それでも巣の中をなんとか自分の力で見たいという子供たちの願いを受けて、次の日天井にミラーシートをつけることにしました。
実際つけてみると、巣の中がよく見えます。子供たちも脚立で近くに行き、「みえた！」と大喜びでした。しかし、そこで問題が起きます。親ツバメが警戒して巣にとまれません。子供たちが離れてもだめです。明らかに親ツバメはミラーシートに映る姿にとまどい、巣の前をパタパタ飛び始める。教師もしばらく様子を見守ったが巣に止まれない。近くの巣に止まっては、雛がいる巣を心配そうに見ています。子供たちとその様子を見ながら、子供たちも「鏡に映って怖いんじゃない？」「まぶしい？」「もっと鏡を小さくしたら大丈夫なんじゃない？」「まわりに草とかつけてカモフラージュしたら？」などいろいろアイデアも出てきます。
そこで教師はミラーシートを小さくしてみます。それでもツバメは巣によれない。よくあるカラスよけもこのような感じかと思いつつも、E子も「せんせい、もうあれとったほうがいいよ！」と言ってきます。教師も「そうだね！」ミラーシートを取りはずしました。
このことを振り返りながら、自然とかかわるということは、生き物を尊重するということであるし、その生き物の世界の邪魔をしてはいけないともわかりつつも、子供たちにとって、このツバメの巣をもっと価値ある出会いにしたいという思いもありました。環境として、雛が親鳥からえさをもらうときに鳴き声は聞こえるし、頭も出すし、それでいいのかもしれませんが、巣の中の様子をじっくり見ることができることで、より興味が広がり、いろいろな気づきも生まれ、より好きになれるかなとも考えていました。でもとりあえず今回の作戦は失敗！自然から学ぶことはほんとうに多いです。また別の作戦を子供たちと考えることにしました。その後、子供たちとツバメの本を読んでいると、巣の中を鏡で見るのは、一日数回にして親ツバメにストレスを与えないようにしましょうとちゃんと書いてありました。親ツバメさんに申し訳なかったという気持ちです。

そのような失敗もしながら、昨日も朝からツバメニュースをし、朝のツバメの様子をそっと写真でとったものをモニターで映して子供たちと共有しました。
「あっ！くちばしの先っちょが黒くなってる！」
「お顔がとげとげになってる！（顔が毛が増え、毛羽立っている）などツバメの雛の変化にも気づく子供たち。

その後の好きな遊び、M子とE子は早速ツバメの巣の近くに行きます。
そして、ツバメの雛が親ツバメからえさをもらう様子をじっと見ています。もうこれが日課になってます。
すると、M子が「先生、今日はツバメの巣の屋根を作りたい！」と言ってきます。
いろいろ材料を探しに行き、細長いダンボ－ルの材料を見つけると、「これで作ろう！」と意気込む子供たち。巣の上に棒を置いてみると、家がつぶれていきます。「これはだめ！」とM子。「なんかおうちの屋根みたいにしたい！」と言いながらいろいろ棒を組み替えていった結果、家のように三角にしていくことに決めます。教師も手伝いながら、ガムテープで止めていきます。最初巣の段ボールに直接棒をつけていたので、すぐに壊れたのもあり、近くにあったベンチも使いながら巣の屋根を作っていきました。年長児も手伝いにきます。
まだ途中ですが、「ちょっとまだここがあいてるなー」「明日は看板もつくろ！」と子供たちで相談しあっている姿もすてきです。

子供たちがせっせせっせと自分たちの家を作っている上では親ツバメが一生懸命雛にえさをあげています。
親が来るたびに雛の鳴き声が聞こえます。そのたびに子供たちの視線がスッと上にあがります。
一見、巣やツバメについて図鑑で調べたり、探究したりしているわけでもないかもしれない。でも自分たちのツバメの巣を作りながら、本物のツバメとともにこの心地よい時間、空間を共存しているようにも見えました。ある意味、遊びを通して、子供たちの文脈で自然と共存しているのかもしれない。そこには、ツバメに対する「好き」という感情もしっかりあるようにも思えます。
[image: ][image: ]そのようにしてツバメの世界観に触れる。そのような時間、空間がこの幼児期に大切なような気がしました。
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